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P２ こんなことが決まりました（主な議案）
P７ 議案賛否表
P８〜９ 予算特別委員会審査報告
P12〜21 そこが聞きたい（一般質問）

議会ホームページ議会ホームページ

令和７年
　第１回定例会（２月）
　第１回臨時会（３月）



議
案
審
議こんな

ことが
決まりました

令和７年　２月第１回定例会、
　　　　　３月第１回臨時会で

第１回定例会　10議案 可決 ２人事案 同意、１発議 可決
第１回臨時会　７議案 可決 １諮問 適任

　令和７年第１回定例会は２月14日から３月７日の22日間の会期で臨時会が３月２１日に開催され
ました。

上
峰
町
教
育
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

氏　
名　
原は
ら　
　
晋し
ん
介す
け

年　
齢　
50
歳

地　
区　
上
坊
所

任　
期　
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
令
和
11
年
３
月
31
日
ま
で

全
員

同
意

上
峰
町
教
育
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

氏　
名　
平ひ
ら
川か
わ　
利と
し
彦ひ
こ

年　
齢　
71
歳

地　
区　
下
津
毛

任　
期　
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
令
和
11
年
３
月
31
日
ま
で

全
員

同
意

上
峰
町
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 全

員
賛
成

令
和
７
年
度
上
峰
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算

全
員

賛
成

・�

上
峰
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
第
１５
条
第
１
項
第
２
号

中
の
「
栄
養
士
」
を
「
栄
養
士
ま

た
は
管
理
栄
養
士
」
に
改
め
る
。

・�

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
，０
１
５
，３
６

３
千
円
と
定
め
る
。

令
和
７
年
度
上
峰
町
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
予
算

全
員

賛
成

・�

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
５
２
，５
９
８

千
円
と
定
め
る
。

令
和
６
年
度
上
峰
町
一

般
会
計
補
正
予
算（
第

６
号
）

全
員

賛
成

・�
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
，３
７
８
，０
０

１
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
１
，０
５
３
，６
９
８
千
円
と
す

る
。

令
和
７
年
度
上
峰
町
一

般
会
計
予
算

全
員

賛
成

・�

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
，１
９
６
，８

６
２
千
円
と
定
め
る
。

刑
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す

る
条
例

全
員

賛
成

・�
法
改
正
に
よ
り
刑
罰
の
懲
役
・
禁

錮
が
廃
止
さ
れ
新
た
に
拘
禁
刑
が

創
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
本
町
の

関
係
条
例
の
改
正

2



議
案
審
議

令和7年　第１回臨時会
令和６年度一般会計補正予算（第７号）

令和７年　第１回定例会
令和６年度一般会計補正予算（第６号）

２億5,153万４千円

△23億7,800万1千円

主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す

主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す

就学前教育・
保育施設整備
補助金

鎮西山再整備工事

物価高騰対策
販売促進支援金

病児・医療的
ケア児保育施設
整備費補助金

ふるさと納税
ポータルサイト
利用料

特定教育・
保育施設型
給付費

2億4,400万円2億4,400万円

▲1億3,500万円▲1億3,500万円

3,060万円3,060万円

650万円650万円

▲1億9,400万円▲1億9,400万円

4,778万円4,778万円
令和６年人事院勧告
による増額補正にな
ります。

病児・医療的ケア児保育施設整備に係る補助
金です。

重点支援地方交付金を活用して、中心市
街地における販売促進を助成します。

認定こども園新設に伴う施設整備に係る補助
金です。 
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議
案
審
議

ふるさと納税積立金

重層的支援体制整備事業委託料

30億49万９千円30億49万９千円

1,859万円1,859万円

※令和７年度当初予算については、町長選挙のため骨格予算となっています。

介護、障がい、子ども、困窮の相談支援
に係る事業を一体化として実施するた
めの予算です。

ふるさと納税寄附金基金への積立とな
ります。

会計名 予算額（）内は令和６年度当初予算
一般会計 101億9,686万2千円（126億9,601万9千円）

特
別
会
計

国民健康保険 10億1,536万3千円（10億4,870万円）

後期高齢者医療 1億5,259万8千円（1億3,858万3千円）

土地取得 9千円（6千円）

農業集落排水
※歳出予算額 7億9,045万5千円（8億1,009万6千円）

特別会計合計 19億5,842万5千円（19億9,738万5千円）

総　合　計 121億5,528万7千円（146億9,340万4千円）

会 計 別 予 算

主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す

令和７年度　一般会計予算

101億9,686万２千円
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議
案
審
議

子どもの医療費助成

さが園芸生産888億円
推進事業費補助金

町道補修等工事

学校給食費補助金

6,600万円6,600万円

2,086万６千円2,086万６千円

1,093万１千円1,093万１千円

5,291万４千円5,291万４千円

高校生までの子どもに要する医療費全額を助成す
る予算です。
※佐賀県内の医療機関及び県外の一部指定医療機
関に限ります。詳しくは上峰町HPをご参照ください。

園芸農業を振興するため、園
芸ハウス整備、機械の購入
等に対する支援の予算です。

町道とその施設の維持補修
をするための予算です。

保護者が負担する学校給食
費の全額を補助するための
予算です。
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議
案
審
議

議
長
挨
拶

議
長　
大
川　
隆
城

　
桜
の
花
も
満
開
と
な
り
、

ま
さ
に
春
ら
ん
ま
ん
の
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
令
和

７
年
、
新
年
度
に
向
か
い

全
て
の
事
が
実
り
あ
る
年

に
な
る
よ
う
に
動
き
始
め

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
昨

年
１
月
１
日
地
震
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
能
登
半
島
の

方
々
は
そ
の
後
の
大
雨
災

害
に
よ
り
再
び
厳
し
い
状

況
下
に
あ
り
ま
す
が
重
ね

て
お
見
舞
申
し
上
げ
一
日

も
早
く
復
興
が
進
む
こ
と

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

３
月
11
日
に
町
長
選
挙

が
実
施
さ
れ
、
無
投
票
に

よ
り
武
広
町
長
が
５
期
目

の
当
選
を
果
た
さ
れ
た
こ

と
に
お
祝
い
申
し
上
げ
、

今
後
さ
ら
に
町
発
展
の
た

め
に
ご
尽
力
あ
ら
ん
こ
と

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
整
備
も
進

み
、
先
日
県
内
11
番
目
と

な
る
「
道
の
駅
か
み
み
ね
」

が
オ
ー
プ
ン
し
、
町
内
外

か
ら
大
勢
の
お
客
様
に
来

て
頂
き
大
変
な
賑
い
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
、
商
業

施
設
、
定
住
促
進
住
宅
、

文
教
施
設
、
体
育
館
等
整

備
が
進
ん
で
お
り
、
そ
れ

等
の
完
成
の
暁
に
は
皆
様

が
喜
び
集
う
場
所
と
な
る

よ
う
に
行
政
、
議
会
共
に

努
力
を
重
ね
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
、
全
国
的
に
議
員
の

成
り
手
不
足
が
問
題
化
し
、

優
秀
な
人
材
確
保
の
た
め

の
改
善
、
見
直
し
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、避
け
て
通
れ

な
い
事
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
か
な
く
て
は
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
最
近
知
り

ま
し
た
が
県
内
で
町
人
口

に
お
け
る
子
ど
も
の
人
数

の
割
合
が
一
番
多
い
の
が

上
峰
町
と
の
こ
と
。
そ
の

子
ど
も
達
の
将
来
の
た
め

に
も
さ
ら
に
住
み
よ
い
町
、

住
み
た
い
町
に
な
る
よ
う

に
議
会
と
し
て
も
努
力
を

重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

議長交際費の支出状況（令和６年度下半期）

区分 支出金額 支出内容

お礼 6,700円 総務厚生常任委員研修受入れ先へ

会費 5,000円 上峰町遺族会懇談会

お礼 6,590円 議会活性化調査特別委員研修受入
れ先へ

お祝 10,000円 上峰町近圏少年剣道錬成大会

献花 16,500円 元町議会議員の葬儀

会費 7,000円
三神地区環境事務組合議会、脊振共
同塵芥処理組合議会、神埼市・吉
野ヶ里町葬祭組合議会意見交換会

合計 51,790円

行事への参加� １月～３月

１月６日
　　　上峰町新年賀詞交歓会
１月12日　二十歳のつどい
１月16日　郡内全議員研修会
１月19日
　　　　上峰町消防団出初式
２月10日　市町行政講演会
３月７日　上峰中学校卒業式
３月14日　上峰小学校卒業式
３月30日
　　　　目達原駐屯地観桜会
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議
案
審
議

議
案
番
号

件　　　　　　　　　　名
採
決
結
果

１２３４５６７８９１０
蔵
戸　

新

石
橋　

信

江
﨑
文
男

鈴
木
千
春

大
川
徹
也

原　

直
弘

吉
田　

豊

吉
富　

隆

寺
﨑
太
彦

大
川
隆
城

 第１回定例会

1 上峰町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

2 令和６年度上峰町一般会計補正予算（第６号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

3 令和６年度上峰町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

4 令和６年度上峰町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

5 令和６年度上峰町農業集落排水特別会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

6 令和７年度上峰町一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

7 令和７年度上峰町国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

8 令和７年度上峰町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

9 令和７年度上峰町土地取得特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

10 令和７年度上峰町農業集落排水特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

11 上峰町教育委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

12 上峰町教育委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発議
1 上峰町議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

－ 予算特別委員会審査報告 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第１回臨時会
13 上峰町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

14 上峰町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

15 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

16 上峰町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

17
上峰町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例及び
上峰町税条例の一部を改正する条例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

18 令和６年度上峰町一般会計補正予算（第７号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

19 令和７年度上峰町一般会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

諮問
１ 人権擁護委員候補者の推薦について 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○議長は賛否の意思表示をすることはできません。採決の結果、可否同数のときは議長が裁決権を行使します。（過半数議決の場合）

令和７年　第１回定例会　議案賛否表
〈賛　否　表〉 ○は賛成　×は反対
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議
案
審
議

【
総
務
課
】

　

�　
　

�

時
間
外
手
当
に
つ
い
て
、
先
を
見
通
し
た
予
算

配
分
を
行
う
こ
と
。

　
　
　

�

仕
事
と
生
活
の
調
和
の
実
現
に
向
け
、
適
切
に

予
算
措
置
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

�

消
防
団
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
消
防
団
員
の
確

保
に
努
め
る
こ
と
。

　
　
　

�

住
民
の
安
心
安
全
の
た
め
、
引
き
続
き
消
防
団

員
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

QＡQＡ

【
税
務
課
】

　

�　
　

�

航
空
写
真
撮
影
等
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
、
各

課
と
連
携
し
て
活
用
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
。

　
　
　

�

各
課
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

活
用
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

【
産
業
課
】

　
�　

　
�

イ
ノ
シ
シ
等
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
、
有
害

鳥
獣
対
象
に
カ
モ
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か

検
討
す
る
こ
と
。

　
　
　

�

関
係
機
関
と
協
議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
政
策
課
】

　

�　
　

�

国
際
交
流
に
つ
い
て
、
在
留
外
国
人
と
対
面
で

の
交
流
も
含
め
て
検
討
す
る
こ
と
。

　
　
　

�

国
際
交
流
推
進
委
員
会
の
答
申
内
容
に
基
づ
き

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

QＡQＡQＡ

　
　
算
特
別
委
員
会　
　
査
報
告

予

審

　
令
和
７
年
２
月
14
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委

員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
第
６
号
、
令
和
７
年
度
上

峰
町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
３
月
３
日
、
４
日
、

５
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
委
員
会
を
開
催
し
慎
重
に

審
議
い
た
し
ま
し
た
。

　
質
疑
終
結
の
あ
と
直
ち
に
採
決
を
行
っ
た
結
果
、

全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
審
議
の
過
程
で
の
主
な
意
見
及
び
要
望
は

次
の
と
お
り
で
す
。
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議
案
審
議

【
健
康
福
祉
課
】

　
　
　

��
重
度
障
害
者
等
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成

に
つ
い
て
、
周
知
に
努
め
る
こ
と
。

　
　
　

�

重
度
障
害
者
等
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成

対
象
者
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
税
の
減
免
も
し

く
は
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
の
ど
ち
ら
か
を

選
択
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
タ
ク

シ
ー
利
用
料
金
助
成
を
選
択
さ
れ
た
方
が
よ
り

多
く
活
用
さ
れ
る
よ
う
周
知
に
努
め
ま
す
。

　

�　
　

�

難
聴
児
補
聴
器
購
入
費
助
成
に
つ
い
て
、
周
知

に
努
め
る
こ
と
。

　
　
　

�

難
聴
児
補
聴
器
購
入
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
対

象
と
な
る
方
が
助
成
制
度
を
円
滑
に
活
用
で
き

る
よ
う
周
知
に
努
め
ま
す
。

【
生
涯
学
習
課
】

　

�　
　

�

中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
夜
間
照
明
に
つ
い

て
、
早
期
の
整
備
を
検
討
す
る
こ
と
。

　
　
　

�

事
業
計
画
を
精
査
し
、
補
助
金
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

QＡQＡQＡ

【
建
設
課
】

　
　
　

��

耐
震
診
断
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て
、
対
象
と

な
る
建
築
物
全
て
の
耐
震
診
断
に
向
け
た
取
組

を
検
討
す
る
こ
と
。

　
　
　

�

令
和
７
年
度
か
ら
事
務
手
続
５
、
０
０
０
円
程

度
の
負
担
で
耐
震
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
補
助
金
の
予
算
を
拡
充
し
ま
し
た
。

昭
和
５６
年
（
１
９
８
１
年
）
５
月
３１
日
以
前
に

着
工
さ
れ
た
戸
建
て
木
造
住
宅
に
対
す
る
耐
震

性
が
不
十
分
な
住
宅
の
解
消
に
向
け
て
は
、
所

有
者
等
が
地
震
防
災
対
策
と
し
て
自
ら
の
問
題

と
し
て
捉
え
、
取
り
組
む
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
の
で
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
毎
月
の
広

報
紙
に
よ
る
周
知
、
固
定
資
産
税
納
付
通
知
に

チ
ラ
シ
の
同
封
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新

聞
掲
載
も
県
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
全
て
の
所
有
者
等
が
取
り
組
む
よ

う
に
検
討
し
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

QＡ
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予

算

　令和６年度　　正予算　　　補
第1回定例会、第１回臨時会

歳入
113億

523万2千円

歳出
113億

523万2千円

町税
13億5,954万1千円 
12.0%

地方交付税
13億2,214万5千円 
11.7%

国庫支出金
12億5,769万6千円
11.1%

県支出金
９億6,452万9千円
8.5%

繰入金
33億6,862万3千円 
29.8%

町債
1億689万4千円
0.9%

寄附金
20億5,363万9千円
18.2%

その他
8億7,216万5千円
7.8%

総務費
62億6,268万4千円
55.4%

民生費
21億2,079万9千円
18.8%

農林水産業費
4億6,500万2千円
4.1%

土木費
4億1,728万6千円
3.7%

教育費
6億4,180万5千円
5.7%

公債費
2億6,531万4千円
2.3%

その他
2億5,431万8千円
2.2%

消防費
2億2,712万8千円
2.0%

衛生費
6億5,089万6千円
5.8%

本会期までの累計

※町債とは借入金、公債費とは借入金の返済金です。
※国・県支出金は補助金です。

特 別 会 計
国民健康保険特別会計
2,651万３千円を減額し、
10億9,665万２千円となる

農業集落排水特別会計　※歳出予算額

1,922万６千円を増額し、
８億4,973万７千円となる

後期高齢者医療特別会計
97万６千円を減額し、１億5,835万８千円となる

一 般 会 計 第７号 ２億5,153万４千円増額して、
総額113億523万２千円となる

歳入補正予算の主なもの（増額のみ）
◎就学前教育・保育施設整備交付金
� １億9,425万円
◎一般補助施設整備等事業債
　（認定こども園整備）� 3,980万円

歳出補正予算の主なもの（増額のみ）
◎就学前教育・保育施設整備補助金
� ２億4,403万５千円

一 般 会 計 第６号 23億7,800万１千円減額して、
総額110億5,369万８千円となる

歳入補正予算の主なもの（増額のみ）
◎重点支援地方交付金� 6,918万6千円
◎子どものための教育・保育給付費負担金
� 2,389万2千円

歳出補正予算の主なもの（増額のみ）
◎特定教育・保育施設型給付費
� 4,778万４千円
◎物価高騰対策販売促進支援金� 3,060万円

第６号
第７号
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予

算

　令和７年度　　正予算補
第1回臨時会

歳入
102億

6,792万1千円

歳出
102億

6,792万1千円

町税
14億1,676万7千円 
13.8%

地方交付税
11億8,000万円 
11.5%

国庫支出金
9億3,077万1千円
9.1%

県支出金
5億1,032万5千円
5.0%

繰入金
25億3,447万4千円 
24.7%

町債
750万円
0.1%

寄附金
30億10万2千円
29.2%

その他
6億8,798万2千円
6.6%

総務費
57億8,487万5千円
56.3%

民生費
19億3,800万8千円
18.9%

農林水産業費
3億9,540万1千円
3.9%

土木費
1億8,798万4千円
1.8%

教育費
7億484万1千円
6.9%

公債費
2億4,616万円
2.4%

その他
１億4,892万2千円
1.4%

消防費
2億1,087万7千円
2.1%

衛生費
6億5,085万3千円
6.3%

本会期までの累計

※町債とは借入金、公債費とは借入金の返済金です。
※国・県支出金は補助金です。

一 般 会 計
7,105万９千円増額して、総額102億6,792万１千円となる

歳入補正予算の主なもの（増額のみ）
◎重点支援地方交付金� 3,438万円
◎ふるさと寄附金基金繰入金
� 3,069万2千円

歳出補正予算の主なもの（増額のみ）
◎住民税非課税世帯に対する重点支援給付金
� 2,760万円
◎PFI事業モニタリング業務委託料
� 2,070万2千円
◎バス停整備事業委託料� 999万円

第１号
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一
般
質
問

７
①公益通報窓口の設置状況について
２中心市街地活性化事業の進捗について
３農業振興について

P.17
鈴木千春議員

９ ①ふるさと納税関連について
②中心市街地活性化事業関連について P.19

吉富隆議員

８ １パワハラ問題
②農業振興 P.18

吉田豊議員

６
①ふるさと納税について
②�令和6年第４回議会定例会での町長のパワハラ問題に関する執行部の答弁内容について
③中心市街地活性化事業について
４公益通報等対応窓口の設置について

P.16
原直弘議員

５ ①防災対策について
②地域振興策について P.15

寺﨑太彦議員

４
１学校給食について
②ふるさと納税について
３上峰町中心市街地活性化事業について
４道路行政について

P.14
江﨑文男議員

３ ①地域振興について
②安全・安心な町づくりについて P.13

石橋信議員

２ ①集落支援員について
②有害鳥獣対策について P.12

蔵戸新議員

１
①ふるさと納税について
②中心市街地活性化事業について
③武廣町長のパワハラに関する執行部の前回の説明内容について
④公益通報窓口について

P.11
大川徹也議員

　２月定例会にて一般質問に登壇した議員は９名で、通告の質問事項は、下記のとおりとなります。議会の様
子も編集後にホームページで掲載されますので、あわせてご覧ください。

No. 議　員 頁質問事項（◯印が記事になっております）

一般
質問
そこが聞きたい!!

令和７年度　第１回定例会（２月）
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一
般
質
問

問
元
々
町
長
の
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
争

点
だ
っ
た
が
、
元
幹
部

の
部
下
の
証
言
が
出
、

こ
の
元
部
下
が
元
幹
部

よ
り
不
条
理
な
指
導
を

受
け
た
。
そ
の
こ
と
に

よ
り
町
長
が
こ
の
元
幹

部
に
強
い
叱
責
、
ま
た

パ
ワ
ハ
ラ
と
一
部
認
め

ら
れ
る
言
動
を
行
っ
た

と
い
う
構
図
に
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
話
を

聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
不
可

解
さ
を
感
じ
る
。
給
食

費
の
未
納
問
題
か
ら
始

ま
り
、
そ
の
会
計
処
理

に
至
る
ま
で
私
ど
も
が

質
問
し
て
い
な
い
内
容

に
つ
い
て
執
行
部
か
ら

わ
ざ
わ
ざ
答
弁
さ
れ
た
。

し
て
い
る
。
十
分
に
対

応
で
き
た
は
ず
だ
。
同

期
間
の
寄
付
件
数
と
寄

付
金
額
は
。

答
政
策
課
長　
合
計
11

万
２
千
件
で
17
億
６

千
万
円
。

問
令
和
６
年
４
月
か
ら

令
和
７
年
１
月
ま
で

の
月
別
返
礼
品
T
O
P

５
は
。

答
政
策
課
長　
月
別
Ｔ

Ｏ
Ｐ
５
の
よ
う
な

問
公
益
通
報
窓
口
の
相

談
が
で
き
る
時
期
の

見
込
み
は
。

答
総
務
課
長　
来
月
の

３
月
に
は
窓
口
と
な

る
総
務
課
職
員
へ
の
研

修
、
そ
の
後
、
全
職
員

向
け
の
研
修
を
行
い
令

和
６
年
度
末
ま
で
の
設

置
完
了
見
込
み
で
進
め

て
い
る
。

問
町
長
が
今
ま
で
行
っ

て
き
た
指
導
と
捉
え

て
い
る
部
分
も
あ
る
と

思
う
し
、
受
け
た
方
か

ら
は
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
と
と
ら
え
る
部
分

も
あ
る
と
思
う
が
第
三

者
委
員
会
の
設
置
し
て

検
証
す
る
こ
と
は
。

問
文
教
施
設
と
ス
ポ
ー

ツ
複
合
施
設
の
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
政
策
課
長　
文
教
施

設
に
つ
い
て
は
機
能

配
置
を
含
め
た
設
計
作

業
中
と
聞
い
て
い
る
。

多
目
的
交
流
施
設
は
補

助
事
業
の
採
択
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
次

年
度
、
設
計
業
務
に
入

る
こ
と
に
な
る
。

問
建
設
費
の
町
の
予
算

計
画
は
。

答
政
策
課
長　
実
施
設

計
が
完
了
す
れ
ば
費

用
の
見
通
し
が
つ
く
と

考
え
ら
れ
る
が
、
現
段

階
で
は
そ
こ
ま
で
の
状

況
に
至
っ
て
い
な
い
と

思
わ
れ
る
。

パ
ワ
ハ
ラ
に
関
す
る
執
行
部
の
説
明
に
つ
い
て

係
争
中
に
つ
き
答
弁
を
差
し
控
え
る

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

月
別
T
O
P
５
の
デ
ー
タ
化
は
し
て
い
な
い

公
益
窓
口
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
末
ま
で
に
設
置
完
了
見
込
み

中
心
市
街
地
事
業
に
つ
い
て

な
る
べ
く
率
の
い
い
補
助
事
業
を
申
請
す
る

同
時
に
、
そ
れ
は
そ
れ
、

パ
ワ
ハ
ラ
に
対
し
て
は

反
省
、
そ
し
て
今
後
の

対
応
、
対
策
に
つ
い
て

町
長
に
伺
い
た
い
。

答
教
育
長　
現
在
係
争

中
で
あ
る
と
確
認
し

て
い
る
た
め
答
弁
を
差

し
控
え
る
。

問
係
争
中
と
い
う
こ
と

だ
が
、
こ
れ
は
元
幹

部
の
元
部
下
が
提
訴
を

し
て
い
る
の
か
。

答
教
育
長　
係
争
中
の

た
め
答
弁
は
差
し
控

え
る
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
業
務

を
め
ぐ
り
、
提
訴
さ

れ
て
い
る
と
伺
っ
た
が
、

そ
の
認
識
は
。

答
政
策
課
長　

全
く

伺
っ
た
こ
と
が
な
い
。

デ
ー
タ
化
は
し
て
い
な

い
。
集
計
す
る
に
し
て

も
多
少
の
時
間
を
要
す

る
。問

一
般
質
問
通
告
は
１

か
月
ほ
ど
前
に
提
出

答
総
務
課
長　
第
三
者

委
員
会
に
つ
い
て

は
、
公
益
通
報
窓
口
と

根
拠
規
定
が
違
う
。
現

在
行
な
っ
て
い
る
の
は

公
益
通
報
の
内
部
の
規

定
、
内
部
か
ら
の
窓
口

の
規
定
、
外
部
か
ら
の

公
益
通
報
の
処
理
に
関

す
る
要
項
み
た
い
な
も

の
で
規
定
を
定
め
る
と

こ
ろ
で
準
便
を
し
て
い

る
条
例
や
要
綱
、
委
託

に
基
づ
く
設
置
内
容
に

よ
り
例
規
を
整
備
す
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

調
査
内
容
も
踏
ま
え
別

途
予
算
計
上
が
必
要
と

な
る
。

問
文
教
施
設
と
ス
ポ
ー

ツ
複
合
施
設
、
こ
れ

を
全
部
建
設
し
て
道
の

駅
、
定
住
促
進
住
宅
を

合
わ
せ
る
と
多
分
100
億

を
優
に
超
え
る
予
算
と

な
る
と
思
う
。
こ
の
予

算
計
画
は
非
常
に
シ
ビ

ア
に
や
ら
な
け
れ
ば
町

の
大
き
な
財
政
負
担
に

な
る
。収
入
源
の
計
画
は
。

答
政
策
課
長　
な
る
べ

く
補
助
率
の
良
い
補

助
事
業
の
補
助
採
択
申

請
を
行
っ
て
い
る
状
況
。

補
助
残
額
の
単
独
費
の

部
分
に
つ
い
て
は
町
財

源
を
充
て
て
い
く
形
に

は
な
る
が
、
他
に
財
源

的
に
複
数
確
保
で
き
る

も
の
が
あ
れ
ば
鋭
意
検

討
し
て
い
く
。

大川　徹也 議員
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し
ま
う
の
で
、入
れ
て
ほ

し
く
な
い
と
思
う
が
。

答
産
業
課
長　
縄
張
り

の
概
念
に
つ
い
て
は

知
見
が
無
い
た
め
す
ぐ

に
は
答
弁
が
難
し
い
。

要望
今
後
、
猟
友
会
と
ど

の
よ
う
に
付
き
合
っ

て
い
く
の
か
、
重
々
念

頭
に
置
い
て
お
か
な
い

と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
。

自
主
捕
獲
組
織
と
猟
友

会
が
敵
対
関
係
に
な
ら

な
い
よ
う
な
関
係
づ
く

り
を
お
願
い
し
た
い
。

集
落
支
援
員
の
業
績
評
価
は

募
集
時
の
勤
務
内
容
に
専
念

問
集
落
支
援
員
の
業
務

実
績
に
対
す
る
町
の

評
価
は
。

答
産
業
課
長　
有
害
鳥

獣
の
捕
獲
、
外
来
水

草
対
策
、
空
き
家
調
査

や
集
落
作
業
の
支
援
を

行
っ
て
お
り
、
募
集
時

の
勤
務
内
容
に
て
職
務

に
専
念
し
て
い
る
。

問
支
援
員
の
ア
ラ
イ
グ

マ
対
策
に
つ
い
て
は

獣
害
対
策
の
専
門
家
か

ら
も
高
い
評
価
を
さ
れ

て
い
る
。
自
治
体
が
主

体
と
な
り
、
捕
獲
か
ら

対
策
全
般
ま
で
責
任
を

持
っ
て
実
行
し
て
い
る

事
例
は
、
全
国
的
に
見

て
も
非
常
に
少
な
い
。

獣
害
対
策
は
住
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
重
要

な
公
務
で
あ
り
、
こ
の

活
動
を
近
隣
市
町
や
県

全
体
に
波
及
さ
せ
て
ほ

し
い
。
事
例
発
表
の
機

会
を
設
け
ら
れ
な
い
か
。

答
産
業
課
長　
業
務
の

状
況
に
よ
り
事
例
発

表
が
可
能
か
ど
う
か
変

わ
っ
て
く
る
。
閑
散
期

で
あ
れ
ば
問
題
な
い
と

思
う
が
、
繁
忙
期
は
お

断
り
す
る
可
能
性
が
あ

る
。問

集
落
支
援
員
の
予
算

に
つ
い
て
は
、
国
の

特
別
交
付
税
の
措
置
対

象
と
な
る
た
め
、
様
々

な
機
材
、
装
備
の
調
達

や
研
修
な
ど
、
も
っ
と

活
用
で
き
る
範
囲
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

こ
で
交
付
税
措
置
の
最

大
限
活
用
を
考
え
て
ほ

し
い
が
。

答
町
長　
特
別
交
付
税

措
置
が
さ
れ
る
も
の

と
制
度
上
な
っ
て
い
る

が
、
実
際
は
ど
の
よ
う

に
配
分
さ
れ
て
い
る
の

か
不
明
な
点
も
あ
り
、

か
つ
減
額
措
置
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
経
緯
も
あ

る
。
し
っ
か
り
特
別
交

付
税
措
置
さ
れ
る
よ
う

働
き
か
け
を
行
い
つ
つ
、

様
々
な
経
費
の
活
用
と

必
要
備
品
等
に
つ
い
て

充
用
で
き
る
よ
う
協
議

を
し
て
い
き
た
い
。

蔵戸 新 議員

問
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ

い
て
、
猟
友
会
に
依

存
し
な
い
町
民
主
体
で

構
成
さ
れ
る
自
主
捕
獲

組
織
育
成
支
援
の
考
え

は
。答

産
業
課
長　
今
の
と

こ
ろ
町
民
主
体
の
自

主
捕
獲
組
織
を
設
立
し

た
い
と
の
要
望
は
あ
っ

て
い
な
い
。
仮
に
捕
獲

組
織
の
育
成
支
援
を
行

う
な
ら
ば
、
ま
ず
は
設

立
か
ら
始
ま
る
と
思
う
。

６
年
ほ
ど
前
に
猟
友
会

上
峰
支
部
の
設
立
を
目

指
し
て
、
狩
猟
免
許
取

得
な
ど
の
補
助
を
行
っ

た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

難
し
く
、
現
在
ま
で
設

立
に
至
っ
て
い
な
い
。

補
助
金
だ
け
で
な
く
、

人
的
支
援
も
必
要
な
も

の
と
考
え
て
い
る
。

問
捕
獲
組
織
は
町
民
主

体
で
構
成
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。
し
か
し
、

町
外
の
方
々
も
入
っ
て

も
ら
え
れ
ば
良
い
と
も

思
う
が
、
狩
猟
者
の
間

で
は「
猟
場
」の
概
念
が

あ
る
。
い
わ
ゆ
る
縄
張

り
で
あ
る
。
し
か
し
、そ

れ
は
狩
猟
の
話
で
あ
っ

て
有
害
鳥
獣
対
策
は
公

務
で
あ
る
か
ら
、猟
場
の

概
念
は
取
り
払
っ
て
も

ら
い
た
い
。
縄
張
り
主

張
を
す
る
人
物
が
い
る

と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て

猟
友
会
に
依
存
し
な
い
捕
獲
対
策
は

捕
獲
組
織
の
設
立
に
は
至
っ
て
い
な
い

14



一
般
質
問

問
建
造
物
を
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
、
お
花
を
あ
げ

る
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

場
と
し
て
地
区
で
守
る

た
め
に
補
助
金
な
ど
の

検
討
は
。

答
文
化
課
長　

神
社
、
寺
院

に
お
け
る
奉
仕
活

動
な
ど
に
対
す
る

公
金
の
支
出
が
政

教
分
離
の
原
則
に

違
反
す
る
こ
と
が

な
い
か
研
究
な
ど

し
た
う
え
で
検
討

し
て
い
き
た
い
。

要望
今
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
場

と
し
て
地
域
の

問
導
入
に
つ
い
て
の
サ

イ
ズ
、
容
量
は
。

答
産
業
課
長　
近
隣
の

市
町
で
も
破
砕
機
を

持
ち
民
間
に
貸
し
出
し

さ
れ
て
い
る
事
例
が
あ

り
、
運
搬
に
は
２
ト
ン

車
以
上
を
必
要
と
さ
れ

て
い
る
。
本
町
で
も
車

が
必
要
と
な
り
悩
ん
で

い
る
。

問
盛
土
さ
れ
て
い
る
の

は
、
最
初
の
土
地
改

良
事
業
で
行
わ
れ
た
時

か
ら
か
。
現
在
の
路
面

に
対
し
て
の
高
さ
か
。

答
文
化
課
長　
整
備
さ

れ
る
前
の
高
さ
か
ら

1.5
メ
ー
ト
ル
だ
と
思
う
。

問
交
差
点
に
入
る
と
き

に
車
が
見
え
る
時
の

心
境
と
、
数
十
メ
ー
ト

ル
先
か
ら
車
が
見
え
た

場
合
の
気
持
ち
は
安
堵

感
が
違
う
。
国
の
文
化

財
だ
が
、
あ
の
場
所
で

町
民
の
皆
様
た
ち
が
加

害
者
や
、被
害
者
に
な
っ

て
ほ
し
く
な
い
。（
そ
の

他
通
行
さ
れ
る
方
々
で

も
）
町
内
か
ら
痛
ま
し

い
事
故
が
起
き
な
い
よ

う
に
す
る
方
策
。
安
心

し
て
通
れ
る
よ
う
な
地

形
に
変
え
て
い
た
だ
き

た
い
が
。

問
要
望
事
項
も
組
み
入

れ
ら
れ
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
町
民
の

皆
様
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

場
も
必
要
で
は
。

歴
史
あ
る
建
造
物
を
守
る
計
画
は

政
教
分
離
の
原
則
な
ど
研
究
し
検
討
へ

樹
木
や
竹
の
破
砕
機
導
入
計
画
は

令
和
7
年
度
中
に
予
算
計
上
を
考
え
る

八
藤
丘
陵
周
囲
の
交
通
安
全
に
つ
い
て

交
通
安
全
策
を
講
じ
る
関
係
各
所
と
協
議
を

町
道
路
面
凹
凸
箇
所
整
備
進
捗
に
つ
い
て

計
画
路
線
以
外
に
要
望
路
線
も
対
応

方
々
が
集
ま
り
年
配
の

人
か
ら
地
区
の
歴
史
を

語
っ
た
り
し
て
く
れ
て

い
る
。
前
向
き
に
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
高
齢
の
家
族
や
一
人

住
ま
い
な
ど
、
地
区

の
み
ん
な
で
支
え
て
借

り
や
す
く
、
使
い
や
す

い
よ
う
に
準
備
を
し
っ

か
り
し
、
導
入
準
備
を

進
め
て
も
ら
い
た
い
が
。

答
産
業
課
長　
町
と
し

て
導
入
に
向
け
い
ろ

い
ろ
と
検
討
し
て
い
き

本
町
に
合
っ
た
形
で
考

え
て
い
く
。

答
文
化
課
長　
国
指
定

の
文
化
財
だ
が
地
域

住
民
の
方
々
の
安
全
、

安
心
の
た
め
に
最
低
限

角
部
だ
け
変
更
可
能
か

「
現
状
変
更
届
出
」
で
設

計
を
作
っ
て
か
ら
要
望

を
行
っ
て
み
る
。

答
教
育
長　
周
辺
の
視

界
の
悪
さ
か
ら
交
通

事
故
の
発
生
リ
ス
ク
は

非
常
に
高
い
。
視
界
を

よ
く
す
る
こ
と
を
文
化

庁
に
働
き
か
け
た
い
。

一
定
部
分
し
か
削
ら
れ

な
い
か
も
知
れ
な
い
が

交
通
安
全
へ
リ
ス
ク
を

下
げ
る
工
夫
は
必
要
。

要望
可
能
性
は
分
か
ら
な

い
が
働
き
か
け
を
さ

れ
入
念
に
検
討
願
う
。

答
建
設
課
長　
実
績
に

つ
い
て
は
皆
様
に
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
は
で

き
な
く
も
な
い
。
今
後

の
計
画
を
含
め
周
知
を

図
り
た
い
。

石橋　信 議員 みんなで協力 天満宮 しめ縄づくり
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を
減
ら
し
な
が
ら
、
寄

附
金
と
資
金
調
達
で

や
っ
て
い
く
こ
と
を
念

頭
に
実
現
可
能
性
を
高

め
て
い
く
の
が
重
要
だ
。

事
業
の
進
捗
に
従
っ
て
、

必
要
な
ス
テ
ー
ジ
は
変

わ
っ
て
い
く
た
め
、
そ

の
時
点
に
お
い
て
見
直

し
を
す
る
。

示
さ
れ
、
住
民
本
位
の

施
策
の
組
立
を
す
る
流

れ
に
な
っ
た
。

問
貸
付
金
が
約
89
億
円

に
な
り
、
ふ
る
さ
と

納
税
基
金
も
減
っ
て
い

る
中
、
私
か
ら
す
る
と
、

も
う
い
い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
こ
の
貸
付

金
に
つ
い
て
は
、
上
限

を
設
け
る
べ
き
と
思
っ

て
い
る
。
そ
れ
と
、
当

初
か
ら
見
る
と
こ
の
事

業
そ
の
も
の
が
遅
れ
が

で
て
き
て
い
る
。
教
育

関
係
、
住
宅
も
当
初
言

わ
れ
た
時
よ
り
遅
れ
が

出
て
き
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
事
業
に
い
つ
ま

で
貸
付
を
行
う
の
か
。

私
は
あ
る
程
度
年
度
を

決
め
る
の
か
、
金
額
を

決
め
る
の
か
し
な
い
と
、

こ
れ
だ
け
ふ
る
さ
と
納

税
が
目
減
り
し
た
中
で

は
、
だ
れ
も
が
心
配
す

る
の
で
は
。

答
町
長　
要
求
水
準
で

上
が
っ
て
い
る
内
容

を
し
っ
か
り
と
税
負
担

加
え
て
、
寄
附
者
の
訴

求
す
る
寄
附
目
的
の
設

定
も
大
き
な
要
素
と
な

る
の
で
、
仮
に
見
直
し

を
行
う
場
合
は
、
総
合

的
な
判
断
の
上
、行
う
こ

と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

問
全
て
の
ふ
る
さ
と
納

税
を
中
心
市
街
地
活

性
化
事
業
に
持
っ
て
い

く
目
的
で
、
申
込
書
の

事
業
の
目
的
を
変
更
す

る
際
、
語
尾
に「
つ
ば
き

ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
後
付
け
で
付

け
ら
れ
た
の
で
は
。

答
町
長　
「
ま
ち
づ
く

り
」、「
し
ご
と
づ
く

り
」、「
ひ
と
づ
く
り
」
と

「
町
長
お
ま
か
せ
」
と
い

う
分
類
に
な
っ
て
い
た

と
思
う
。
し
か
し
、
総

務
省
か
ら
使
途
に
つ
い

て
明
確
化
す
る
よ
う
お

触
れ
が
あ
っ
た
の
で
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

取
っ
た
結
果
51・８
％
の

方
々
が
、
つ
ば
き
ま
ち

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
取
り
組
み
に
関
心
を

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
目
的
の
見
直
し
は

総
合
的
な
判
断
の
上
で
可
能

問
寄
附
申
込
書
に
示
さ

れ
て
い
る
寄
附
の
目

的
に
つ
い
て
、
各
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
語
尾
に「
つ

ば
き
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
は
い
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り

中
心
市
街
地
活
性
化
事

業
に
使
う
こ
と
で
事
実

上
返
済
な
し
で
、
つ
ば

き
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
C※
G
F
へ
貸

付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
貸
付
金
は
、
令
和
５

年
度
末
で
約
８３
億
円
、

令
和
６
年
度
貸
付
予
定

６
億
円
を
合
わ
せ
約
８９

億
円
も
の
ふ
る
さ
と
納

税
寄
附
金
が
こ
の
事
業

へ
流
れ
て
い
く
。
ふ
る

さ
と
納
税
の
基
金
残
高

も
急
激
に
落
ち
込
む
中
、

本
当
の
意
味
で
の
町
民

が
必
要
と
し
て
い
る
財

源
に
充
て
ら
れ
る
寄
附

の
目
的
の
見
直
し
が
で

き
な
い
か
。

答
政
策
課
長　
可
能
性

と
し
て
は
あ
り
得

る
。
今
年
度
、ま
ち
づ
く

り
プ
ラ
ン
後
期
計
画
の

策
定
を
行
っ
て
お
り
、重

点
項
目
の
設
定
状
況
を

参
考
に
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
開

発
事
業
の
進
捗
状
況
に

応
じ
た
形
で
考
慮
す
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

※．CGF　
　CGF(Credit Guarantee Finance)とは、公民連携手法の先進国であるイギリスにおいて、政
府が国債によって調達した資金を銀行や保険会社等の民間金融機関による100％債務保証の下で
借り入れることで、優先債務部分の資金調達を行う仕組みのこと。国交省による先導的官民連携
支援事業の成果として「債務保証の際にかかる保険料が高額になるため、行政が融資するメリッ
トを残すために自治体が直接貸し付けを行う。」とされている。

江﨑　文男 議員
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寺﨑　太彦 議員

問
消
防
B
O
X
の
ス
タ

ン
ド
パ
イ
プ
が
盗
ま

れ
た
が
状
況
と
対
策
は
。

答
総
務
課
長　
消
防
Ｂ

Ｏ
Ｘ
の
物
品
の
、
ス

タ
ン
ド
パ
イ
プ
24
箇
所
、

３
箇
所
の
開
閉
バ
ー
ル

が
盗
難
の
被
害
に
遭
っ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
被
害
届
を
警
察
に

提
出
し
て
い
る
。
対
策

は
、
地
区
名
等
を
記
載

し
、
今
後
は
、点
検
の
頻

度
を
増
や
し
、
消
防
団

全
体
で
再
発
防
止
に
努

め
て
い
く
。

問
盗
難
さ
れ
た
物
品
の

補
給
状
況
は
。

答
総
務
課
長　
ス

タ
ン
ド
パ
イ
プ

が
１
本
３
万
円
と

補
充
す
る
と
か
な

り
予
算
が
必
要
な

の
で
、
対
策
が
講

じ
ら
れ
た
後
に
補

充
す
る
。

問
東
京
上
峰
会
（
仮
）

が
設
立
さ
れ
た
と
き

の
交
流
に
つ
い
て
。

答
総
務
課
長　
約
24
年

前
に
東
京
上
峰
会
が

開
催
さ
れ
て
い
る
。
会

員
の
情
報
は
10
年
ほ
ど

前
に
更
新
さ
れ
、
詳
細

に
つ
い
て
確
認
で
き
な

い
。
東
京
上
峰
会
が
設

立
さ
れ
た
と
き
の
交
流

も
確
認
で
き
な
い
。

問
吉
野
ヶ
里
町
や
み
や

き
町
で
は
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
。
ふ
る
さ

と
を
離
れ
て
上
峰
町
も

大
き
く
変
わ
っ
て
い
る

な
か
で
、
ふ
る
さ
と
納

消
防
の
物
品
が
盗
ま
れ
た
が

消
防
団
全
体
で
再
発
防
止

上
峰
会
と
の
交
流
は

24
年
前
に
開
催
し
て
い
た

問
消
防
B
O
X
は
、
住

民
も
使
え
る
も
の
な

の
で
早
急
に
対
応
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
今

後
、
補
充
す
る
予
算
は

考
え
て
い
る
の
か
。

答
総
務
課
長　
対
策
に

は
検
討
の
余
地
が
あ

る
と
思
う
。
団
員
が
こ

ま
め
に
点
検
す
る
の
が

一
番
か
と
思
う
。
ま
た

定
期
的
な
点
検
が
、
盗

難
防
止
に
つ
な
が
る
。

予
算
は
対
策
が
講
じ
ら

れ
て
考
え
て
い
く
。

税
P
R
を
で
き
る
絶
好

の
機
会
で
は
な
い
の
か
。

答
総
務
課
長　
現
在
、

佐
賀
県
人
会
自
体
も

人
数
が
減
っ
て
い
て
、

活
動
が
難
し
い
状
況
で

あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

例
え
ば
町
制
何
十
周
年

と
か
の
イ
ベ
ン
ト
の
際

の
東
京
で
の
開
催
に
つ

い
て
の
手
伝
い
等
は
可

能
と
言
わ
れ
た
。
上
峰

会
は
、
以
前
お
世
話
さ

れ
て
い
た
人
と
連
絡
が

取
れ
て
い
な
い
。

消防BOX（ホース格納箱）

問
鎮
西
山
再
整
備
事
業

の
状
況
は
。

答
政
策
課
長　
本
年
度

鎮
西
山
南
側
の
用
地

買
収
を
進
め
て
い
た
が
、

想
定
外
の
競
争
相
手
参

画
の
気
配
が
あ
っ
た
た

め
状
況
把
握
を
行
っ
て

い
る
。
先
方
の
事
業
進

捗
状
況
等
、
確

実
な
話
な
の
か

整
理
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
一
旦

様
子
を
見
て
い

る
。
今
後
遺
構

保
護
、
解
体
し

た
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
広
場
の
遊
具

の
再
配
置
等
を

や
れ
そ
う
な
状

況
で
あ
れ
ば
、

や
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い

る
。
山
頂
入
り

口
付
近
に
山
城

鎮
西
山
再
整
備
の
進
捗
は

一
旦
様
子
を
見
て
い
る

の
門
の
遺
構
の
再
調
査
、

併
せ
て
用
地
交
渉
に
関

す
る
情
報
収
集
等
を
し
、

可
能
な
限
り
の
用
地
交

渉
を
考
え
て
い
る
。
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一
般
質
問

答
教
育
長　
答
弁
は
差

し
控
え
る
。

問
で
は
、
未
納
問
題
を

知
っ
た
と
き
、
ど
う

い
う
処
置
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た

か
。答

教
育
長　
答
弁
は
差

し
控
え
る
。

所感
今
回
の
件
で
法
律
の

専
門
家
か
ら
、
こ
れ

ま
で
事
実
と
し
て
認
め

ら
れ
て
い
る
内
容
、
具

体
的
に
は
こ
れ
ま
で
の

発
言
や
提
案
さ
れ
た
予

算
や
議
案
な
ど
は
事
実

と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

ら
に
関
す
る
こ
と
は
答

え
る
必
要
が
あ
る
と
の

見
解
を
も
ら
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
案
件
は
今
後

絶
対
起
き
て
は
い
け
な

い
案
件
な
の
で
今
後
も

調
査
と
い
う
か
、
議
会

等
で
聞
い
て
い
く
。

答
教
育
長　
係
争
中
の

た
め
答
弁
は
差
し
控

え
る
。

問
一
つ
の
推
測
で
、
材

料
費
の
不
足
が
給
食

費
の
未
納
に
起
因
す
る

も
の
で
あ
り
、
学
校
給

食
費
の
未
納
に
伴
う
借

用
書
の
額
１００
万
円
と
材

料
費
に
充
て
ら
れ
る
１４０

万
円
の
合
わ
せ
て
２４０
万

円
が
材
料
費
の
不
足
分

で
は
な
か
っ
た
の
か
。

答
教
育
長　
係
争
中
の

た
め
答
弁
は
差
し
控

え
る
。

問
昨
年
の
12
月
議
会
で

教
育
長
は
「
元
幹
部

職
員
が
部
下
職
員
に
対

し
、
給
食
費
の
未
納
に

対
し
徴
収
を
時
間
外
に

行
う
よ
う
指
示
し
た
こ

と
で
、
心
身
と
も
に
追

い
詰
め
ら
れ
て
い
た
」

と
の
答
弁
が
あ
っ
て
い

る
。
実
際
こ
う
い
う
命

令
が
あ
っ
た
と
な
る
と

そ
の
徴
収
時
間
及
び
徴

収
金
額
を
尋
ね
る
。

学
校
給
食
費
の
未
納
問
題
に
つ
い
て

係
争
中
の
た
め
、
答
弁
は
控
え
る

既
存
施
設
の
敷
地
利
用
の
方
向
性
は

実
施
設
計
の
推
移
を
み
て
進
ん
で
い
く

問
昨
年
の
12
月
議
会
で

学
校
給
食
の
未
納
問

題
で
あ
っ
た
よ
う
に
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る

発
言
が
あ
っ
た
。
そ
れ

に
付
随
し
て
、「
学
校
給

食
費
の
未
納
に
伴
う
借

用
書
の
存
在
や
未
納
金

に
対
す
る
職
員
へ
の
支

払
い
義
務
」
の
件
で
お

尋
ね
す
る
。

答
教
育
長　
現
在
、
係

争
中
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
た
の
で
答
弁
は

差
し
控
え
る
。

問
平
成
19
年
度
に
給
食

費
の
徴
収
が
公
会
計

か
ら
私
会
計
に
移
行
し

て
お
り
、
若
干
、
こ
の

問
中
心
市
街
地
内
に
計

画
さ
れ
て
い
る
多
目

的
交
流
施
設
の
建
設
に

伴
う
既
存
施
設
の
敷
地

利
用
の
方
向
性
は
。

答
生
涯
学
習
課
長　
教

育
委
員
、
ス
ポ
ー
ツ

協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
及
び
町
民
の
要
望
、

意
見
を
参
考
に
し
構
想

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

附
額
減
少
に
よ
る
中

心
市
街
地
に
施
工
予
定

の
多
目
的
交
流
施
設
等

の
規
模
縮
小
の
可
能
性

は
。

私
会
計
に
な
っ
て
か
ら

も
あ
っ
た
と
。
そ
し
て

27
年
・
28
年
度
ま
で
で

給
食
費
の
未
納
金
が
200

万
円
以
上
あ
っ
た
こ
と

が
確
認
で
き
て
い
る
。

こ
の
件
に
つ
い
て
把
握

し
て
い
る
か
。

答
教
育
長　
係
争
中
の

た
め
答
弁
は
差
し
控

え
る
。

問
平
成
29
年
度
補
正
予

算
に
支
出
で
総
務
寄

附
金
を
財
源
と
し
て
１４０

万
円
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
１４０
万
円
が
給

食
費
の
未
納
分
の
一
部

に
充
て
ら
れ
た
と
推
測

す
る
が
。

し
て
い
き
た
い
。

問
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

答
生
涯
学
習
課
長　
多

目
的
交
流
施
設
の
実

施
設
計
が
令
和
７
年
度

に
入
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
そ
の
推
移
を
み
な

が
ら
進
ん
で
い
く
も
の

と
考
え
る
。

答
政
策
課
長　

実
際

は
、（
い
ま
だ
実
施

設
計
し
て
お
ら
ず
）
設

計
す
る
中
で
詳
細
を
詰

め
て
い
く
形
に
な
る
か

と
思
う
。

原　直弘 議員

寄
附
額
の
減
少
に
伴
う

事
業
縮
小
の
可
能
性
は

様
々
な
考
慮
す
べ
き
要
因
は
あ
り
得
る
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し
、
そ
こ
で
調
査
を
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
調
査
の
要
否
に

つ
い
て
は
専
門
家
の
意

見
を
聞
く
こ
と
と
し
て

い
る
。
１
号
通
報
の
外

部
窓
口
は
、
法
律
の
専

門
家
に
委
託
。
２
号
通

報
で
あ
る
民
間
の
事
業

者
等
か
ら
の
通
報
に
つ

い
て
は
、
町
に
権
限
が

あ
る
も
の
に
関
し
て
受

理
を
す
る
と
い
う
形
に

な
る
が
、
通
報
が
あ
っ

た
場
合
、
権
限
が
な
い

場
合
も
、
そ
の
旨
に
つ

い
て
関
係
の
機
関
を
教

示
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
そ

ち
ら
の
対
応
を
す
る
こ

と
に
な
る
。

情
報
が
分
か
ら
な
い
よ

う
な
形
を
取
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。

問
１
号
通
報
の
外
部
窓

口
の
フ
ロ
ー
は
。

答
総
務
課
長　
内
部
の

相
談
窓
口
と
同
様

に
、
直
接
、
外
部
の
窓

口
の
ほ
う
に
相
談
を
し

て
い
た
だ
く
。
そ
の
後

の
手
続
に
つ
い
て
は
、

内
部
の
通
報
と
同
様
の

形
と
な
る
。

問
内
部
と
外
部
の
窓
口

の
担
当
と
調
査
や
是

正
措
置
の
判
断
は
ど
こ

の
所
管
な
の
か
。

答
総
務
課
長　
ま
ず
、

１
号
通
報
の
内
部
の

相
談
窓
口
に
つ
い
て
は
、

内
部
の
調
査
を
す
る
機

関
と
い
う
も
の
を
設
置

に
つ
い
て
は
、
ま
た
町

長
へ
報
告
、
通
報
者
へ

の
通
知
を
す
る
な
ど
の

手
続
が
手
順
と
し
て
は

あ
る
。

問
12
月
定
例
議
会
で
は

公
表
の
フ
ロ
ー
が
あ

り
、
公
表
の
後
に
是
正

措
置
等
の
実
効
性
の
評

価
、
そ
の
後
に
意
見
や

苦
情
等
へ
の
対
応
を
す

る
と
い
う
理
解
を
し
て

い
る
が
。

答
総
務
課
長　
是
正
措

置
等
が
必
要
な
場
合

に
は
、
そ
の
後
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
も
掲
載
を
さ

れ
て
い
る
が
、
公
表
と

い
う
形
に
な
る
と
思
う
。

公
表
の
形
に
つ
い
て
は
、

市
町
そ
れ
ぞ
れ
の
形
式

が
あ
り
、
詳
細
に
公
表

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

れ
ば
、
受
理
、
不
受
理

の
件
数
の
み
を
公
表
し

て
あ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

今
後
の
予
定
と
し
て
、

計
画
、
規
定
の
ほ
う
に

も
明
記
を
し
て
あ
る
が
、

内
容
に
つ
い
て
は
個
人

に
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
法
令
違
反
等
が
あ
れ

ば
受
理
の
形
に
な
る
か

と
思
う
。
ま
た
、
個
人

的
な
感
情
や
そ
の
他
の

理
由
に
よ
る
も
の
に
つ

い
て
は
不
受
理
と
い
う

手
続
も
あ
る
。
受
理
、

不
受
理
の
手
続
を
踏
ま

え
、
受
理
を
し
た
場
合
、

通
報
の
受
理
と
し
て
、

執
行
部
、
町
長
、
通
報

者
へ
の
報
告
を
す
る
。

ま
た
、
受
理
し
た
場
合

で
も
、
調
査
を
す
る
必

要
が
あ
る
の
か
、
調
査

を
す
る
必
要
が
な
い
の

か
、
こ
こ
に
関
し
て
も

精
査
を
し
、
例
え
ば
調

査
を
す
る
必
要
が
あ
る

と
な
っ
た
場
合
に
は
、

手
続
を
踏
ま
え
、
事
実

が
あ
っ
た
の
か
、な
か
っ

た
の
か
、
そ
う
い
う
こ

と
も
踏
ま
え
て
処
理
を

す
る
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
必
要
に
応
じ
て
是

正
措
置
、
再
発
防
止
策

を
講
じ
る
こ
と
が
必
要

に
な
る
の
で
、
そ
ち
ら

問
公
益
通
報
窓
口
の
設

置
に
つ
い
て
、
進
捗

状
況
は
。

答
総
務
課
長　
公
益
通

報
等
対
応
業
務
に
つ

い
て
は
、
12
月
定
例
議

会
で
予
算
の
承
認
を
得

て
、
体
制
整
備
に
向
け

て
事
業
を
進
め
て
い
る
。

　

公
益
通
報
者
保
護
法

第
11
条
第
４
項
の
規
定

に
基
づ
き
指
針
が
策
定

さ
れ
て
お
り
、
指
針
に

従
っ
て
公
益
通
報
対
応

の
仕
組
み
に
つ
い
て
内

部
規
程
の
作
成
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
。
地
方

公
共
団
体
が
内
部
の
職

員
等
か
ら
の
通
報
や
外

公
益
通
報
窓
口
設
置
の
進
捗
は

仕
組
み
を
整
備
し
適
切
に
運
用
す
る

部
の
通
報
者
か
ら
の
通

報
に
対
応
す
る
仕
組
み

を
整
備
し
、
こ
れ
を
適

切
に
運
用
す
る
こ
と
は
、

内
部
監
査
機
能
の
強
化

や
事
業
所
に
対
す
る
行

政
の
監
督
機
能
の
強
化

並
び
に
組
織
の
自
浄
作

用
の
向
上
に
寄
与
す
る

な
ど
、
当
町
や
町
内
事

業
所
の
法
令
遵
守
の
確

保
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

問
実
際
に
通
報
が
あ
っ

た
場
合
の
動
き
方
は
。

答
総
務
課
長　
内
部
の

ほ
う
に
通
報
が
あ
っ

た
場
合
、
内
部
通
報
と

し
て
、
受
付
を
し
た
後鈴木　千春 議員
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く
と
い
う
の
を
行
う
つ

も
り
は
な
い
が
、
消
費

者
に
直
接
ダ
イ
レ
ク
ト

に
届
く
よ
う
な
仕
組
み

を
取
り
入
れ
る
方
法
と

し
て
、道
の
駅
を
つ
く
っ

て
い
る
。

問
上
峰
町
人
口
目
標
が

一
万
人
と
設
定
さ
れ

た
以
上
、
主
食
で
あ
る

米
は
、
町
内
で
１００
％
自

給
で
賄
う
。
そ
の
た
め

に
は
、
水
田
何
ha
の
農

地
を
確
保
す
る
く
ら
い

の
計
算
は
し
て
も
ら
わ

な
い
と
。
だ
か
ら
町
内

で
も
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

宅
地
開
発
が
進
む
。

答
産
業
課
長　
町
と
し

て
は
農
業
振
興
地

域
、
圃
場
整
備
地
区
に

つ
い
て
は
転
用
と
か
を

さ
せ
な
い
よ
う
な
形
で
、

農
地
と
し
て
守
る
考
え

を
持
っ
て
い
る
。

問
そ
う
い
い
な
が
ら

も
、
今
ま
で
転
用
許

可
を
し
て
い
る
。

答
産
業
課
長　
圃
場
整

備
地
区
内
の
農
地
に

通
の
改
善
を
図
る
べ
き

で
あ
る
と
意
見
を
発
言

し
て
い
る
が
一
向
に
良

く
な
ら
な
い
。
そ
こ
で

提
案
だ
が
、
農
家
の
保

有
米
を
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
と
し
て
活
用

で
き
な
い
か
。
５
㎏
３
︐

０
０
０
円
と
す
れ
ば
、

１
０
︐０
０
０
円
の
ふ
る

さ
と
納
税
返
礼
品
と
し

て
対
応
で
き
る
。
こ
れ

が
で
き
れ
ば
、
農
家
の

保
有
米
が
60
㎏
（
白
米

54
㎏
）
当
り
３
２
︐４
０

０
円
と
な
る
。
農
協
出

荷
の
1.8
倍
で
の
価
格
で

売
れ
る
。
取
り
扱
い
手

数
料
を
５
㎏
当
り
５００
円

支
払
っ
た
も
の
と
し
て

も
２
７
︐０
０
０
円
と
な

り
1.5
倍
の
収
益
増
と
な

る
。
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
。

答
町
長　
農
協
の
組
織

を
し
っ
か
り
と
維
持

す
る
と
い
う
こ
と
が
大

切
な
の
で
私
ど
も
が
、

積
極
的
に
こ
の
分
野
に

お
い
て
直
販
関
係
を
築

農
家
所
得
の
向
上

５
ha
の
面
積
が
必
要

問
現
在
国
の
勧
め
で
全

国
の
市
町
村
で
地
域

計
画
が
作
成
中
で
あ
る

が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と

同
等
の
農
業
所
得
を
得

る
た
め
に
は
、
ど
の
位

の
農
地
を
作
付
す
る
必

要
が
あ
る
か
。

答
産
業
課
長　
45
歳
で

大
体
４００
万
円
程
度
で

あ
る
の
で
、
米
価
が
10

ア
ー
ル
８
万
円
と
い
う

こ
と
で
、
一
人
当
た
り

５
万
㎡
ほ
ど
作
付
を
す

る
必
要
が
あ
る
。

問
最
近
日
常
茶
飯
事

で
、
米
の
小
売
価
格

の
高
騰
が
報
道
さ
れ
て

い
る
。町
内
の
ス
ー
パ
ー

を
見
て
廻
り
、
び
っ
く

り
し
た
。
１
例
で
あ
る

が
、
佐
賀
米
の
24
年
産

夢
し
ず
く
が
５
㎏
で
４
︐

２
９
９
円
、
佐
賀
び
よ

り
が
５
㎏
４
︐３
９
９
円

で
販
売
さ
れ
て
い
た
。

玄
米
60
㎏
の
精
米
歩
合

が
約
１
割
だ
か
ら
54
㎏

の
白
米
が
で
き
る
。
そ

れ
ぞ
れ
１
㎏
の
単
価
に

54
㎏
を
計
算
す
る
と
玄

米
１
俵
60
㎏
で
「
夢
し

ず
く
」
が
４
６
︐４
２
９

円
、「
佐
賀
び
よ
り
」
が

４
７
︐５
０
９
円
と
な

る
。
私
は
、
農
協
の
総

代
会
で
発
言
し
て
い
る

が
、
何
故
農
家
に
は
蔵

が
建
た
ず
に
仲
卸
業
者

に
蔵
が
建
つ
の
か
、
流 吉田　豊 議員

問
町
長
は
機
会
あ
る
ご

と
に
、
子
ど
も
た
ち

に
は
安
全
安
心
な
有
機

栽
培
米
を
食
べ
さ
せ
た

い
と
言
っ
て
い
る
。
現

段
階
で
産
業
課
長
が
、

こ
の
米
飯
給
食
に
使
用

す
る
有
機
栽
培
米
の
作

付
取
組
に
つ
い
て
の
構

想
を
た
ず
ね
る
。

答
産
業
課
長　
有
機
農

業
の
一
つ
の
出
口
と

し
て
、
学
校
給
食
を
考

え
て
い
る
。
令
和
５
年

度
は
１
万
２
︐３
８
０
㎏

の
米
を
学
校
給
食
で
消

費
し
て
い
る
。
有
機
栽

培
米
は
10
ア
ー
ル
当
り

３００
㎏
の
収
量
と
す
る
と

4.1 

ha
の
水
田
面
積
が
必

要
と
な
る
。

答
教
委
事
務
局
長　
学

校
給
食
で
使
用
す
る

有
機
栽
培
米
は
、
前
課

長
の
報
告
の
と
お
り
で

有
機
米
の
学
校
給
食
へ
の
提
供
は

早
期
着
手
に
努
力
中

あ
る
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び
、

教
職
員
か
ら
成
る
学
校

給
食
運
営
委
員
会
で
、

令
和
４
年
10
月
に
佐
世

保
へ
の
有
機
農
業
現
地

視
察
、
令
和
５
年
３
月

に
有
機
農
業
に
つ
い
て

学
校
給
食
運
営
委
員
会

特
別
講
座
を
行
い
、
令

和
６
年
９
月
み
や
き
上

峰
有
機
農
業
推
進
協
議

会
主
催
の
映
画
「
夢
み

る
給
食
」
＆
講
演
会
に

運
営
委
員
会
が
参
加
し

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
に

つ
い
て
関
係
課
と
情
報

共
有
し
取
り
組
ん
で
い

る
。所感

机
上
で
言
わ
れ
た
数

字
は
、
私
も
農
家
だ

か
ら
わ
か
る
。
こ
れ
を

実
現
す
る
に
は
、
生
産

組
合
長
会
等
で
実
施
で

き
る
生
産
組
合
等
を
位

置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。

つ
い
て
は
、
産
業
課
、
農
業
委
員
共
に
認
識
し
て
い
る
。

答弁者の名称について 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称 20



一
般
質
問

定住促進住宅建設中

答
町
長　

町
の
税
財

源
、
単
独
費
を
活
用

せ
ず
国
か
ら
の
交
付
金
、

ふ
る
さ
と
納
税
型
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
よ
る
寄
附
（
民
間
の

資
金
調
達
）
を
活
用
し

て
い
る
。

問
過
去
の
偽
装
問
題
は

非
常
に
遺
憾
な
こ
と

で
あ
り
、
上
峰
町
の
財

政
に
も
影
響
が
来
る
。

今
一
度
考
え
を
。

答
町
長　
現
在
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
業
者
に

も
厳
し
く
指
導
し
な
が

ら
、
出
荷
管
理
、
流
通

管
理
、
あ
る
い
は
新
規

参
入
の
事
業
者
に
つ
い

て
は
調
査
会
社
を
入
れ

る
よ
う
徹
底
を
し
て
い

る
。問

被
害
者
だ
と
思
わ
れ

る
な
ら
対
策
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

答
政
策
課
長　
当
局
の

ほ
う
か
ら
指
導
等
、

助
言
を
受
け
事
業
者
か

ら
既
に
返
金
が
な
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
お
金
を

基
に
寄
附
者
に
対
し
て

返
金
し
た
。

要望
慎
重
に
取
扱
い
を
し

て
い
た
だ
き
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
今
後
起

き
な
い
よ
う
な
形
で
努

力
を
お
願
い
す
る
。

吉富　隆 議員

問
貸
付
金
に
つ
い
て
尋

ね
る
。
今
年
度
予
算

で
６
億
予
算
化
さ
れ
89

億
に
な
ろ
う
か
と
思
う
。

今
の
物
価
上
昇
率
は

何
％
程
度
み
て
い
る
が
。

答
政
策
課
長　
私
ど
も

が
評
価
す
る
の
で
は

な
く
、
合
同
会
社
の
方

で
評
価
さ
れ
る
。

問
質
問
の
答
え
に
な
っ

て
い
な
い
、
合
同
会

社
で
あ
れ
ば
質
問
で
き

な
い
の
か
。
町
長
は
合

同
会
社
の
執
行
役
員
だ

が
そ
れ
で
も
質
問
で
き

な
い
の
か
。

答
町
長　
確
認
が
取
れ

て
い
な
い
も
の
を
通

告
も
な
く
指
摘
を
受
け

て
も
職
員
も
答
え
ら
れ

な
い
と
思
う
。

問
も
う
一
つ
の
定
住
促

進
事
業
は
一
年
遅
れ

な
の
か
。

６
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
は

令
和
７
年
１
月
末
現
在
で
約
17.6
億
円

答
町
長　
７
年
度
中
に

オ
ー
プ
ン
す
る
。

問
町
の
お
金
が
出
て
い

る
の
で
質
問
を
し
て

い
る
と
理
解
い
た
だ
き

た
い
が
。

答
町
長　
町
の
税
財
源

は
出
て
い
な
い
。（
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
単
独
費
を

出
さ
な
い
）
基
本
的
に

は
ふ
る
さ
と
納
税
型
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
寄
附
と
資
金
調
達

を
活
用
し
、
か
つ
交
付

金
や
国
か
ら
の
補
助
金

等
活
用
し
て
い
く
の
だ

と
理
解
し
発
信
を
し
て

き
て
い
る
。
町
の
税
財

源
の
持
ち
出
し
を
極
力

減
ら
す
。

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の

今
後
の
整
備
計
画
は

道
の
駅
に
つ
い
て
は
今
春
オ
ー
プ
ン

問
令
和
４
年
、
５
年
を

軸
に
考
え
る
と
、
5

分
の
１
に
落
ち
こ
ん
で

い
る
。
中
心
市
街
地
に

関
わ
る
財
源
は
財
政
的

に
大
丈
夫
か
。

ふ
る
さ
と
納
税
関
連（
過
去

に
起
き
た
偽
装
）に
つ
い
て

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
で
改
善
・
対
応

21



上
峰

議
会

だ
よ

り
　

213号
　

令
和

７
年

４
月

24日
発

行
■

発
行

／
佐

賀
県

上
峰

町
議

会
　住

所
／

上
峰

町
大

字
坊

所
383番

地
１

　上峰町消防団第一部は、大字前牟田地区を中心に団員27人で活動しています。災害が起こった際
に備えてのポンプ操作練習、救命救急講習の受講。地域住民の方に防災意識を持ってもらうために
年に複数回広報活動を行っています。
　大字前牟田地区は火災だけでなく夏季の大雨の際には、毎年のように道路の冠水箇所が町内でも
特に多く見受けられる地域になっています。そのこともあり昨年、町から災害用ゴムボートを手配
していただきました。
　使用する機会がないのが一番良いのですが、非常時に活動できるように雨期前に準備しておきます。
　昨年は前牟田地区防災組織主催の炊き出し訓練に参加させてもらい住民の方の防災への意識や、
改めて消防団の役割を再認識することができ、これからも有事に備えて活動していきます。
　消防団には年代や職種も異なる人たちですが、団員全員が火災や災害の無い安心できる上峰町に
したいと思っています。そういった活動に興味がある方、ぜひ消防団に入団しませんか。一緒に地
元の安全を守っていきましょう。

「上峰町消防団 第一部」

■
編

集
／
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会
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員

会
　

☎
0952−

52−
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■
上

峰
町

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 
上
峰
町

検
　
索

➡➡

新しい発見！

団体
の紹介

議
会
だ
よ
り　
広
報
編
集
委
員
会

�

委
員
長　
　
鈴
木　
千
春

�

副
委
員
長　
吉
田　
　
豊

�

委
員　
　
　
江
﨑　
文
男

�

委
員　
　
　
石
橋　
　
信

�

委
員　
　
　
蔵
戸　
　
新

　
季
節
の
移
り
変
わ
り
は
は
や
く
暖
か
な
日
が
続
く
今

日
こ
の
頃
で
す
。

　
今
年
の
桜
は
雨
の
影
響
も
少
な
く
例
年
よ
り
長
く
観

賞
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
又
、
周
り
を
見
渡
せ
ば

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
新
緑
が
目
立
ち
始
め
て
き
て
お
り
、

初
夏
の
感
じ
も
伺
え
ま
す
。

　
さ
て
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様

お
一
人
、
お
一
人
新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
を
始
め
ら
れ

た
事
と
思
い
ま
す
。
職
場
で
の
異
動
、
新
し
い
学
校
、

新
入
社
員
と
し
て
就
職
等
々
夢
や
希
望
に
向
か
っ
て
少

し
ず
つ
歩
き
始
め
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
環
境
に
は
や
く
慣
れ
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
焦
る

こ
と
な
く
自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
ん
で
く
だ
さ
い
。
決
し

て
無
理
を
せ
ず
健
康
で
あ
っ
て
皆
さ
ん
の
夢
や
希
望
が

実
現
し
ま
す
。�

（
石
橋
）

あ
と
が
き

議会を傍聴してみませんか
　毎回、町民の皆さまに議会
を傍聴していただき、ありが
とうございます。
　次回の定例会の会期は、６
月６日（金）から６月13日

（金）までを予定しています。
　一般質問は６月９日（月）
及び１０日（火）の予定です。

総務課　代表　☎０９５２－５２－２１８１（総務）問い合わせ
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